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1. 概要 

  本資料は，Ⅵ-4蒸気タービンの耐震性に関する説明書に記載のある低圧タービンの断面二次モーメ

ント(Ｉ)の算出方法と，低圧タービンの有効せん断断面積(ＡS)の算出方法について説明するものであ

る。 

 

2. 断面二次モーメント Ｉ の算出方法 

  低圧外部車室脚部の最小断面二次モーメントを求める。 

中立軸（Ｘ－Ｘ）に関する断面二次モーメント 

𝐼𝑥 = 2 ×
1

12
× 𝑡1 × {(𝑌1 + 2𝑡2)

3 − 𝑌2
3} +

1

12
× 𝑋1 × {(𝑌1 + 2𝑡2)

3 − 𝑌1
3} 

 

中立軸（Ｙ－Ｙ）に関する断面二次モーメント 

𝐼𝑦 = 2 ×
1

12
× 𝑡2 × 𝑋1

3 + 2 ×
1

12
× 𝑌3 × {(𝑋1 + 2𝑡1)

3 − 𝑋1
3} 

 

Ix,Iyを比較し，固有周期が保守側となる，値が小さい方を使用する。 

 

 

3. 有効せん断断面積 ＡSの算出方法 

  低圧外部車室脚部のせん断断面積を求める。 

 𝐴𝑆 = 𝑌3 × 𝑡1 × 4 + 𝑋1 × 𝑡2 × 2 
 

 各式に使用する寸法は下図の低圧タービン脚部から参照している。 

 

 

 


